
 

 

 

   

令和６年度第 5回 地域のみなさまと学ぶ会を 10月 8日に開催しました。 
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○C 菊川市 

次回開催は 

11月 12日です 

痛みがある人へのケア 

～痛みの理解を深めよう～ 

 

緩和ケア 村山陽子 

「地域のみなさまと学ぶ会」では、地域の医療・介護を支える多くの方との新たな出会いがあります。 

この出会いは、体験できない多くの経験を伺う学びの機会になっています。 

繋がることで得られる信頼は地域の財産です。みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

今回のお話しの内容は、 

「大腸がんの治療選択」「大腸がんの統計」「治療を受ける準備」の 

3つをテーマにしました。 

 

患者さまにとって、医師から病名を告げられ、説明を受けるとき、 

医療用語が難しかったり、ショックを受けて話しが聞けない状態だったり、 

他のことが心配だったり「家族のこと、仕事のこと、お金のこと･･･」 

病院、ご家族、職場、地域の支援がとても大切になります。 

 

大腸がんのステージによって、5年生存率も大きく変わります。 

ステージⅣの場合の抗がん剤の治療費など 

がん治療費の支援についても紹介しました 

 

診断に必要な内視鏡検査は、高齢者には負担が 

大きいことや、どんな遺伝子の検査があるかなど 

参加した皆さまからいろんな意見を頂き、 

グループワークを行いました。 

 がん罹患率 第 1位は“大腸癌” ～治療と生活の両立のために～ 

院外 13名 院内 3名の方が 

参加してくれました 

グループワーク

の様子 
勉強会の様子 


